
(57)【要約】

　【課題】　超音波診断装置において、カラーフロー専

用ハードウェアとパルスドプラ専用ハードウェアの両方

を用意せずに、カラーフロー単独モードとカラーフロー

・パルスドプラ同時モードを実現する。

　【解決手段】　カラーフロー単独モードの場合、直交

検波部３は現在入力された受信信号のフレームメモリ水

平アドレスから、アドレスの値が奇数の場合には第１演

算部５、偶数の場合は第２演算部６へ転送し、演算部５

、６ではそれぞれ、第１メモリ部１２、第２メモリ部１

３上のプログラムによりカラーフロー演算を行う。カラ

ーフロー・パルスドプラ同時モードの場合は、直交検波

部は入力された受信信号がパルスドプラ用の信号であれ

ば検波信号を第１演算部へ転送し、カラーフロー用の信

号であれば検波信号を第２演算部へ転送する。第１演算

部では第１メモリ部上のプログラムによりパルスドプラ

の演算を行い、第２演算部では第２メモリ部上のプログ

ラムによりカラーフロー演算を行う。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 探 触 子 か ら 被 検 体 に 超 音 波 を 送 受 信 し 、 前 記 被 検 体 か ら の エ コ ー 信 号 を 処 理 し 画
像 化 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 単 独 モ ー ド に お け る カ ラ ー フ ロ ー 処 理 過 程 が 記 述 さ れ た 第 １ の プ ロ グ ラ ム 、 及 び 同 時 モ
ー ド に お け る カ ラ ー フ ロ ー 処 理 過 程 並 び に パ ル ス ド プ ラ 処 理 過 程 が 記 述 さ れ た 第 ２ の プ ロ
グ ラ ム を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 単 独 モ ー ド 時 に 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て カ ラ ー
フ ロ ー 処 理 を 実 行 し 、 前 記 同 時 モ ー ド 時 に 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ
ム に 基 づ い て カ ラ ー フ ロ ー 処 理 及 び パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 同 時 に 実 行 す る 演 算 処 理 手 段 と を
、
　 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 演 算 処 理 手 段 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 演 算 手 段 を 有 し 、
　 前 記 単 独 モ ー ド 時 に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 演 算 手 段 は 共 に 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 第
１ の プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て カ ラ ー フ ロ ー 処 理 を 実 行 し 、
　 前 記 同 時 モ ー ド 時 に 前 記 第 １ の 演 算 手 段 は 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 第 ２ の プ ロ グ ラ ム
に 基 づ い て カ ラ ー フ ロ ー 処 理 を 実 行 し 、 前 記 第 ２ の 演 算 手 段 は 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た
第 ２ の プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 記 憶 手 段 は 、
　 前 記 第 １ の 演 算 手 段 が 前 記 単 独 モ ー ド 時 に カ ラ ー フ ロ ー 処 理 す る 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム
、 及 び 前 記 同 時 モ ー ド 時 に カ ラ ー フ ロ ー 処 理 を 実 行 す る 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る
た め の 第 １ の 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の 演 算 手 段 が 前 記 単 独 モ ー ド 時 に カ ラ ー フ ロ ー 処 理 す る 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム
、 及 び 前 記 同 時 モ ー ド 時 に パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 実 行 す る 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る
た め の 第 ２ の 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 記 憶 手 段 が 記 憶 す る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ グ ラ ム を あ ら か じ め 記
憶 す る 第 ３ の 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 第 ３ の 記 憶 手 段 に あ ら か じ め 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 前 記 単 独 モ ー ド 時 又 は 前 記 同
時 モ ー ド 時 に 応 じ て 前 記 第 １ 、 第 ２ の 記 憶 手 段 へ 転 送 す る 転 送 手 段 と を 、
　 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 記 憶 手 段 に は 、
　 前 記 演 算 処 理 手 段 で 行 な う 処 理 が 記 述 さ れ た プ ロ グ ラ ム と 、 前 記 プ ロ グ ラ ム を 実 行 制 御
す る 並 列 処 理 基 本 プ ロ グ ラ ム が 記 憶 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波
診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム の カ ラ ー フ ロ ー 処 理 と 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ ム の カ ラ ー フ ロ ー 処 理
が 同 一 の 処 理 で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超
音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 記 憶 手 段 は 、 前 記 単 独 モ ー ド 時 に お け る パ ル ス ド プ ラ 処 理 が 記 述 さ れ た 第 ３ の プ ロ
グ ラ ム を 記 憶 し 、
　 前 記 演 算 処 理 手 段 は 、 前 記 単 独 モ ー ド 時 に 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 第 ３ の プ ロ グ ラ ム
に 基 づ い て パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装
置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 演 算 処 理 手 段 は 、 前 記 単 独 モ ー ド 時 に 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 第 ２ の プ ロ グ ラ ム

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-253832 A 2005.9.22



に 基 づ い て パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か
１ つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 医 用 分 野 に お い て 超 音 波 を 利 用 し て 体 内 の 断 層 像 を 取 得 ・ 測 定 し 、 さ ら に 超
音 波 の ド プ ラ 現 象 を 利 用 し て 体 内 の 血 流 情 報 を 取 得 ・ 測 定 し 、 画 像 ・ 音 声 出 力 を 行 う 超 音
波 診 断 装 置 に 関 し 、 特 に 血 流 の ド プ ラ 分 析 を 行 う パ ル ス ド プ ラ モ ー ド と 、 血 流 の イ メ ー ジ
ン グ 分 析 を 行 う カ ラ ー フ ロ ー モ ー ド を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 パ ル ス ド プ ラ モ ー ド と カ ラ ー フ ロ ー モ ー ド を 有 す る 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 図
４ に 示 す よ う に 、 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 な う 探 触 子 ２ と 、 探 触 子 ２ の 電 気 信 号 の 送 受 信
を 行 な う 送 受 信 部 １ と 、 送 受 信 部 １ か ら の エ コ ー 信 号 成 分 を 互 い に 直 交 す る ２ つ の 信 号 成
分 Ｉ 、 Ｑ に 検 波 す る 直 交 検 波 部 ３ と 、 送 受 信 部 １ か ら の エ コ ー 信 号 の 断 層 像 処 理 を 行 な う
断 層 像 形 成 部 ４ と 、 Ｄ Ｓ Ｐ （ Digital Signal Processor） １ ５ 及 び Ｄ Ｓ Ｐ １ ５ が 処 理 す る
パ ル ス ド プ ラ 処 理 用 プ ロ グ ラ ム と カ ラ ー フ ロ ー 処 理 用 プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ た メ モ リ １ ６
を 有 す る ド プ ラ 信 号 処 理 部 ６ ０ と 、 断 層 像 形 成 部 ４ 及 び ド プ ラ 信 号 処 理 部 ６ ０ の 演 算 結 果
を モ ニ タ ８ に 表 示 す る た め に デ ー タ の 変 換 を 行 な う Ｄ Ｓ Ｃ （ Digital Scan Converter） ７
と 、 Ｄ Ｓ Ｃ ７ に よ り 処 理 さ れ た 映 像 を 表 示 す る モ ニ タ ８ と 、 Ｄ Ｓ Ｐ １ ５ が パ ル ス ド プ ラ 処
理 用 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る か 又 は カ ラ ー フ ロ ー 処 理 用 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る か を 決 め る 制
御 部 １ ９ で 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 構 成 で は 、 ま ず 、 制 御 部 １ ９ の 指 示 に よ り Ｄ Ｓ Ｐ １ ５ が パ ル ス ド プ ラ 処 理 用
プ ロ グ ラ ム 又 は カ ラ ー フ ロ ー 処 理 用 プ ロ グ ラ ム を 起 動 す る 。 探 触 子 ２ は 送 受 信 部 １ か ら の
電 気 信 号 に よ っ て 図 示 省 略 の 被 検 体 に 超 音 波 を 送 信 し 、 さ ら に 被 検 体 か ら 帰 っ て く る 超 音
波 を 電 気 信 号 に 変 換 し 送 受 信 部 １ に 送 る 。 送 受 信 部 １ は 遅 延 加 算 を 行 い 、 そ の 結 果 を 受 信
信 号 と し て 直 交 検 波 部 ３ と 断 層 像 形 成 部 ４ に 送 る 。 Ｄ Ｓ Ｐ １ ５ は 実 行 さ れ て い る プ ロ グ ラ
ム の 演 算 を 行 い 、 演 算 結 果 を Ｄ Ｓ Ｃ ７ に 送 り 、 モ ニ タ ８ で 演 算 結 果 を 表 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 パ ル ス ド プ ラ モ ー ド と カ ラ ー フ ロ ー モ ー ド を 有 す る 他 の 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 １
０ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 超 音 波 信 号 の 送 受 信 を 行 う 探 触 子 ２ と 、 探 触 子 ２ に 電 気 信 号
の 送 受 信 を 行 う 送 受 信 部 １ と 、 送 受 信 部 １ か ら の エ コ ー の 成 分 を 互 い に 直 交 す る ２ つ の 信
号 成 分 Ｉ 、 Ｑ に 検 波 す る 直 交 検 波 部 ３ と 、 送 受 信 部 １ か ら の エ コ ー 信 号 の 断 層 像 処 理 を 行
う 断 層 像 形 成 部 ４ と 、 パ ル ス ド プ ラ 専 用 演 算 器 ３ ５ と 、 カ ラ ー フ ロ ー 専 用 演 算 器 ３ ６ と 、
断 層 像 形 成 部 ４ 、 パ ル ス ド プ ラ 専 用 演 算 器 ３ ５ 及 び カ ラ ー フ ロ ー 専 用 演 算 器 ３ ６ の 演 算 結
果 を モ ニ タ ８ に 表 示 す る た め に デ ー タ の 変 換 を 行 な う Ｄ Ｓ Ｃ ７ と 、 Ｄ Ｓ Ｃ ７ に よ り 処 理 さ
れ た 映 像 を 表 示 す る モ ニ タ ８ と 、 超 音 波 の 送 受 信 周 波 数 Ｐ Ｒ Ｆ （ Pulse Repetition Frequ
ency） を 制 御 し 、 カ ラ ー フ ロ ー 用 と パ ル ス ド プ ラ 用 の 演 算 の 超 音 波 信 号 を 交 互 に 送 信 す る
た め に 送 受 信 信 号 を 制 御 し 、 さ ら に カ ラ ー フ ロ ー 専 用 演 算 器 ３ ６ と Ｄ Ｓ Ｃ ７ を 制 御 す る ラ
ス タ 制 御 部 ２ ０ で 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 ２ 及 び 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 で は 、 ラ ス タ 制 御 部 ２ ０ は 送 受 信 部 １ に 断 層 像 用 ・ カ ラ ー フ ロ ー 用 の 超
音 波 信 号 と パ ル ス ド プ ラ 用 の 超 音 波 信 号 を 交 互 に 送 信 す る 制 御 信 号 を 送 り 、 探 触 子 ２ は 送
受 信 部 １ に よ り 駆 動 さ れ 、 超 音 波 信 号 を 送 信 す る 。 断 層 像 形 成 部 ４ は 送 受 信 部 １ か ら の 受
信 信 号 か ら 断 層 像 を 検 出 し Ｄ Ｓ Ｃ ７ へ 送 る 。 ま た 、 直 交 検 波 部 ３ は 送 受 信 部 １ か ら の 受 信
信 号 を 位 相 検 波 し ド プ ラ 偏 移 信 号 を 得 る 。 さ ら に こ の 信 号 を パ ル ス ド プ ラ 専 用 演 算 器 ３ ５
に よ り 周 波 数 分 析 し 、 血 流 の 向 き 及 び ス ペ ク ト ラ ム か ら な る 血 流 速 度 デ ー タ を 得 る 。 ま た
ラ ス タ 制 御 部 ２ ０ に よ り 制 御 さ れ る カ ラ ー フ ロ ー 専 用 演 算 器 ３ ６ は 直 交 検 波 部 ３ か ら の 信
号 に 対 し て カ ラ ー フ ロ ー 演 算 を 行 う 。 そ し て こ れ ら の デ ー タ は 、 ラ ス タ 制 御 部 ２ ０ に よ り
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制 御 さ れ る Ｄ Ｓ Ｃ ７ に 書 き 込 ま れ 、 Ｔ Ｖ ス キ ャ ン 変 換 さ れ て モ ニ タ ８ に パ ル ス ド プ ラ 出 力
画 像 、 断 層 像 に カ ラ ー フ ロ ー 出 力 を 重 ね た 画 像 を 同 時 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 手 法 で は 、 カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド の 検 出 範 囲 ＝ ± Ｐ Ｒ Ｆ ／ ２ と 比 較 し て 、 カ ラ ー
フ ロ ー 兼 断 層 像 用 の 超 音 波 信 号 を 交 互 に 送 出 す る た め 、 カ ラ ー フ ロ ー と パ ル ス ド プ ラ の 演
算 そ れ ぞ れ に 使 用 す る 超 音 波 信 号 の Ｐ Ｒ Ｆ が 半 分 に な り 、 カ ラ ー フ ロ ー モ ー ド の 検 出 範 囲
は パ ル ス ド プ ラ の 検 出 範 囲 と 同 様 に ± Ｐ Ｒ Ｆ ／ ４ と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － １ ３ ４ １ ４ ３ 号 公 報 （ 第 １ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ２ － １ ３ ４ １ ４ ３ 号 公 報 （ 第 ３ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ３ － ４ ７ 号 公 報 （ 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 前 者 の 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 カ ラ ー フ ロ ー モ ー ド と パ ル ス
ド プ ラ モ ー ド の 各 画 像 を 同 時 に 表 示 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 後 者 で は 、 カ ラ
ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド 時 に は 、 カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド 時 又 は パ ル ス ド プ ラ
単 独 モ ー ド 時 に 比 べ 、 カ ラ ー フ ロ ー 専 用 演 算 器 ３ ６ と パ ル ス ド プ ラ 専 用 演 算 器 ３ ５ に 入 力
さ れ る 信 号 の 周 期 が 低 く 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド の 際 に 、 そ れ ぞ れ の 演
算 器 の 能 力 に 余 り が 生 じ る 問 題 が あ り 、 例 え ば パ ル ス ド プ ラ 処 理 の 演 算 量 が カ ラ ー フ ロ ー
処 理 の 演 算 量 の 半 分 の 場 合 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド の 際 に 、 パ ル ス ド プ
ラ を 演 算 す る ハ ー ド ウ ェ ア の 演 算 能 力 が 使 用 さ れ て い な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド
プ ラ 同 時 モ ー ド が 可 能 で あ る と と も に 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド 時 の 処 理
を 行 う 際 の ハ ー ド ウ ェ ア の 無 駄 を 省 く こ と の で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 超 音 波 探 触 子 か ら 被 検 体 に 超 音
波 を 送 受 信 し 、 前 記 被 検 体 か ら の エ コ ー 信 号 を 処 理 し 画 像 化 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て
、
　 単 独 モ ー ド に お け る カ ラ ー フ ロ ー 処 理 過 程 が 記 述 さ れ た 第 １ の プ ロ グ ラ ム 、 及 び 同 時 モ
ー ド に お け る カ ラ ー フ ロ ー 処 理 過 程 並 び に パ ル ス ド プ ラ 処 理 過 程 が 記 述 さ れ た 第 ２ の プ ロ
グ ラ ム を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 単 独 モ ー ド 時 に 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て カ ラ ー
フ ロ ー 処 理 を 実 行 し 、 前 記 同 時 モ ー ド 時 に 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ
ム に 基 づ い て カ ラ ー フ ロ ー 処 理 及 び パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 同 時 に 実 行 す る 演 算 処 理 手 段 と を
、
　 備 え た 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 演 算 処 理 手 段 が 処 理 す る 内 容 を 変 更 で き る の で 、 カ ラ ー フ ロ ー 専 用 ハ
ー ド ウ ェ ア と パ ル ス ド プ ラ 専 用 ハ ー ド ウ ェ ア の 両 方 を 用 意 せ ず に 、 カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー
ド 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 演 算 処 理 手 段 が 、 第 １ 及 び 第 ２ の 演 算 手 段 を 有
し 、
　 前 記 単 独 モ ー ド 時 に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 演 算 手 段 は 共 に 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 第
１ の プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て カ ラ ー フ ロ ー 処 理 を 実 行 し 、
　 前 記 同 時 モ ー ド 時 に 前 記 第 １ の 演 算 手 段 は 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 第 ２ の プ ロ グ ラ ム
に 基 づ い て カ ラ ー フ ロ ー 処 理 を 実 行 し 、 前 記 第 ２ の 演 算 手 段 は 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た
第 ２ の プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し た 。
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　 こ の 構 成 に よ り 、 ２ つ の ハ ー ド ウ ェ ア を 使 用 し て 、 カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド 、 カ ラ ー フ
ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 記 憶 手 段 が 、
　 前 記 第 １ の 演 算 手 段 が 前 記 単 独 モ ー ド 時 に カ ラ ー フ ロ ー 処 理 す る 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム
、 及 び 前 記 同 時 モ ー ド 時 に カ ラ ー フ ロ ー 処 理 を 実 行 す る 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る
た め の 第 １ の 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の 演 算 手 段 が 前 記 単 独 モ ー ド 時 に カ ラ ー フ ロ ー 処 理 す る 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム
、 及 び 前 記 同 時 モ ー ド 時 に パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 実 行 す る 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る
た め の 第 ２ の 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 記 憶 手 段 が 記 憶 す る 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の プ ロ グ ラ ム を あ ら か じ め 記
憶 す る 第 ３ の 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 第 ３ の 記 憶 手 段 に あ ら か じ め 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 前 記 単 独 モ ー ド 時 又 は 前 記 同
時 モ ー ド 時 に 応 じ て 前 記 第 １ 、 第 ２ の 記 憶 手 段 へ 転 送 す る 転 送 手 段 と を 、
　 有 す る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 大 容 量 記 憶 手 段 に ２ つ の プ ロ グ ラ ム を 格 納 し 、 モ ー ド 決 定 ご と に 転 送
手 段 が 第 １ 小 容 量 記 憶 手 段 と 第 ２ 小 容 量 記 憶 手 段 に 必 要 な プ ロ グ ラ ム を 転 送 す る こ と に よ
っ て 、 第 １ 小 容 量 記 憶 手 段 と 第 ２ 小 容 量 記 憶 手 段 の 容 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た
、 こ の た め 、 第 １ 、 第 ２ の 演 算 手 段 と 第 １ 、 第 ２ の 小 容 量 記 憶 手 段 を Ｄ Ｓ Ｐ で 構 成 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 前 記 記 憶 手 段 が 、
　 前 記 演 算 処 理 手 段 で 行 な う 処 理 が 記 述 さ れ た プ ロ グ ラ ム と 、 前 記 プ ロ グ ラ ム を 実 行 制 御
す る 並 列 処 理 基 本 プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ て い る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 演 算 手 段 と し て １ つ の ハ ー ド ウ ェ ア を 割 り 当 て る だ け で 、 カ ラ ー フ ロ
ー 単 独 モ ー ド 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、
　 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム の カ ラ ー フ ロ ー 処 理 と 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ ム の カ ラ ー フ ロ ー 処 理
が 同 一 の 処 理 で 行 わ れ る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 前 記 第 １ の プ ロ グ ラ ム と 前 記 第 ２ の プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 前 記 記 憶 手
段 の 容 量 が よ り 少 な く な り 、 プ ロ グ ラ ム の 無 駄 を 省 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、
　 前 記 記 憶 手 段 が 、 前 記 単 独 モ ー ド 時 に お け る パ ル ス ド プ ラ 処 理 が 記 述 さ れ た 第 ３ の プ ロ
グ ラ ム を 記 憶 し 、
　 前 記 演 算 処 理 手 段 が 、 前 記 単 独 モ ー ド 時 に 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 第 ３ の プ ロ グ ラ ム
に 基 づ い て パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 簡 単 な 構 成 で ３ つ の モ ー ド が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、
　 前 記 演 算 処 理 手 段 が 、 前 記 単 独 モ ー ド 時 に 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 第 ２ の プ ロ グ ラ ム
に 基 づ い て パ ル ス ド プ ラ 処 理 を 実 行 す る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 単 独 モ ー ド を 加 え た ３ つ の モ ー ド が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 カ ラ ー フ ロ ー 専 用 ハ ー ド ウ ェ ア と パ ル ス ド プ ラ 専 用 ハ ー ド ウ ェ ア の 両 方 を 用
意 せ ず に 、 カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド と カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド を 実 現 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 を 図 １ に 示 す 。 図 １ に お い て 、 超 音 波 診 断
装 置 １ ０ ０ は 、 複 数 の 電 気 音 響 変 換 素 子 を 持 ち 超 音 波 を 送 受 信 す る 探 触 子 ２ と 、 探 触 子 ２
に 電 気 信 号 を 送 受 信 す る 送 受 信 手 段 で あ る 送 受 信 部 １ と 、 送 受 信 部 １ の 受 信 信 号 か ら 被 検
体 内 の グ レ ー ス ケ ー ル 断 層 像 を 作 成 す る 断 層 像 形 成 手 段 で あ る 断 層 像 形 成 部 ４ と 、 送 受 信
部 １ の 受 信 信 号 か ら ド プ ラ 偏 移 を 受 け た 成 分 を 検 出 し 検 波 信 号 と す る 位 相 検 波 手 段 で あ る
直 交 検 波 部 ３ と 、 プ ロ グ ラ ム で 処 理 の 記 述 が 行 な え る 演 算 処 理 手 段 で あ る 演 算 処 理 部 ５ ０
と 、 演 算 処 理 部 ５ ０ が 使 用 す る 記 憶 手 段 で あ る メ モ リ 部 １ ２ 、 １ ３ と 、 モ ニ タ ８ に 表 示 す
る た め に デ ー タ を 変 換 す る Ｄ Ｓ Ｃ ７ 、 演 算 結 果 の 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 で あ る モ ニ タ ８
と 、 送 受 信 部 １ 、 第 １ 演 算 部 ５ 、 第 ２ 演 算 部 ６ 及 び Ｄ Ｓ Ｃ ７ を 制 御 す る 制 御 手 段 で あ る 制
御 部 １ １ を 有 す る 構 成 で あ る 。
　 演 算 処 理 部 ５ ０ は 第 １ の 演 算 手 段 で あ る 第 １ 演 算 部 ５ と 、 第 ２ の 演 算 手 段 で あ る 第 ２ 演
算 部 ６ と 、 第 １ 演 算 部 ５ と 第 ２ 演 算 部 ６ が そ れ ぞ れ 使 用 す る 第 １ の 記 憶 手 段 で あ る 第 １ メ
モ リ 部 １ ２ と 、 第 ２ の 記 憶 手 段 で あ る 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に つ い て そ の 動 作 を 説 明 す る 。 ま ず 、 第
１ メ モ リ 部 １ ２ 、 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ に は 、 パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド 時 と 、 カ ラ ー フ ロ ー 単
独 モ ー ド 時 と カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド 時 に お け る プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ て
い る 。 ま ず 、 各 モ ー ド に 応 じ て 制 御 部 １ １ が 第 １ 演 算 部 ５ と 第 ２ 演 算 部 ６ に そ れ ぞ れ 第 １
メ モ リ 部 １ ２ と 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ 内 の ど の プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る か を 制 御 し 、 さ ら に 送 受
信 部 １ に パ ル ス ド プ ラ 用 又 は カ ラ ー フ ロ ー 単 独 用 又 は カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 用
の 送 信 方 法 を 制 御 す る 。 こ の と き 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド の 場 合 は カ ラ
ー フ ロ ー 用 の 超 音 波 信 号 と パ ル ス ド プ ラ 用 の 超 音 波 信 号 を 交 互 に 送 受 信 す る よ う に 送 受 信
部 １ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 送 受 信 部 １ は 電 気 信 号 を 探 触 子 ２ へ 送 り 、 探 触 子 ２ は 被 検 体 へ 超 音 波 信 号 を 送 信 し て 被
検 体 か ら 反 射 し た 超 音 波 信 号 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 送 受 信 部 １ に 送 り 、 送 受 信 部 １ で は 、
遅 延 加 算 処 理 を 行 い 受 信 信 号 を 作 成 す る 。 断 層 像 形 成 部 ４ は 送 受 信 部 １ か ら の 受 信 信 号 か
ら 断 層 像 を 検 出 し て そ れ を Ｄ Ｓ Ｃ ７ へ 送 る 。 直 交 検 波 部 ３ は 送 受 信 部 １ か ら の 受 信 信 号 を
位 相 検 波 し 検 波 信 号 を 得 る 。 ま た 、 制 御 部 １ １ は 直 交 検 波 部 ３ へ 現 在 入 力 さ れ て い る 受 信
信 号 が カ ラ ー フ ロ ー 用 か パ ル ス ド プ ラ 用 か を 識 別 す る 信 号 を 送 信 し 、 さ ら に Ｄ Ｓ Ｃ ７ 内 に
あ る フ レ ー ム メ モ リ の ど の 部 分 に 演 算 結 果 を 書 き 込 む か を 示 す フ レ ー ム メ モ リ 水 平 ア ド レ
ス の 情 報 を 送 信 す る 。 そ の 後 の 処 理 は （ １ ） パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド 、 （ ２ ） カ ラ ー フ ロ
ー 単 独 モ ー ド 、 （ ３ ） カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド に 分 け て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ １ ） ま ず 、 パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド の 場 合 、 直 交 検 波 部 ３ は 第 １ 演 算 部 ５ に 検 波 信 号
を 送 信 し 、 第 １ 演 算 部 ５ は 第 １ メ モ リ 部 １ ２ 上 の パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド 演 算 用 の プ ロ グ
ラ ム を 実 行 し 、 演 算 結 果 を Ｄ Ｓ Ｃ ７ ヘ 転 送 す る 。 こ の 演 算 結 果 は Ｄ Ｓ Ｃ ７ に よ り Ｔ Ｖ ス キ
ャ ン さ れ て モ ニ タ ８ に 表 示 さ れ る 。 又 は 、 パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド の 場 合 、 第 １ 演 算 部 ５
で は 第 １ メ モ リ 部 １ ２ 上 の プ ロ グ ラ ム に よ り 、 検 波 信 号 か ら パ ル ス ド プ ラ の 音 声 出 力 を 主
に 作 成 す る 処 理 を し 、 第 ２ 演 算 部 ６ で は 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ 上 の プ ロ グ ラ ム に よ り 、 第 １ 演
算 部 ５ の 被 検 体 の 組 織 か ら の 動 き 情 報 を 取 り 除 い た 信 号 を 蓄 積 し 、 Ｆ Ｆ Ｔ 処 理 し て Ｄ Ｓ Ｃ
７ へ 転 送 す る 。 こ の 演 算 結 果 は Ｄ Ｓ Ｃ ７ に よ り Ｔ Ｖ ス キ ャ ン さ れ て モ ニ タ ８ に 表 示 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ２ ） カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド の 場 合 、 直 交 検 波 部 ３ は 現 在 入 力 さ れ た 受 信 信 号 の フ レ
ー ム メ モ リ 水 平 ア ド レ ス か ら 、 ア ド レ ス の 値 が 奇 数 の 場 合 に は 第 １ 演 算 部 ５ 、 偶 数 の 場 合
は 第 ２ 演 算 部 ６ へ 転 送 し 、 演 算 部 ５ 、 ６ で は そ れ ぞ れ 、 第 １ メ モ リ 部 １ ２ 、 第 ２ メ モ リ 部
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１ ３ 上 の プ ロ グ ラ ム に よ り カ ラ ー フ ロ ー 演 算 を 行 い 、 Ｄ Ｓ Ｃ ７ へ 転 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ３ ） カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド の 場 合 は 、 直 交 検 波 部 ３ は 入 力 さ れ た 受
信 信 号 が パ ル ス ド プ ラ 用 の 信 号 で あ れ ば 検 波 信 号 を 第 １ 演 算 部 ５ へ 転 送 し 、 入 力 さ れ た 受
信 信 号 が カ ラ ー フ ロ ー 用 の 信 号 で あ れ ば 検 波 信 号 を 第 ２ 演 算 部 ６ へ 転 送 す る 。 第 １ 演 算 部
５ で は 第 １ メ モ リ 部 １ ２ 上 の プ ロ グ ラ ム に よ り パ ル ス ド プ ラ の 演 算 を 行 い 、 第 ２ 演 算 部 ６
で は 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ 上 の プ ロ グ ラ ム に よ り カ ラ ー フ ロ ー 演 算 を 行 い 、 そ れ ぞ れ 出 力 を Ｄ
Ｓ Ｃ ７ へ 転 送 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 処 理 内 容 を そ
れ ぞ れ プ ロ グ ラ ム で 記 述 で き る 第 １ 演 算 部 ５ と 、 第 ２ 演 算 部 ６ と 、 処 理 す る プ ロ グ ラ ム を
格 納 す る 第 １ メ モ リ 部 １ ２ 、 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ と 、 第 １ 演 算 部 ５ と 第 ２ 演 算 部 ６ に ど の モ
ー ド の プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る か を 制 御 す る 制 御 部 １ １ を 設 け る こ と に よ っ て 、 カ ラ ー フ ロ
ー 単 独 モ ー ド 又 は パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド の 場 合 の よ う に 、 演 算 部 ５ 、 ６ の 信 号 入 力 速 度
の 最 大 値 が 同 時 モ ー ド の 倍 大 き い と き に は 、 カ ラ ー フ ロ ー 用 又 は パ ル ス ド プ ラ 用 に ２ つ の
演 算 部 ５ 、 ６ を 使 用 し 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド の 場 合 の よ う に 、 演 算 部
５ 、 ６ の 信 号 入 力 速 度 の 最 大 値 が 単 独 モ ー ド の 半 分 以 下 の 場 合 に は 、 カ ラ ー フ ロ ー 演 算 用
、 パ ル ス ド プ ラ 演 算 用 に そ れ ぞ れ １ つ ず つ の 演 算 部 ５ 、 ６ を 使 用 す る こ と に よ っ て ハ ー ド
ウ ェ ア の 無 駄 を 省 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 例 え ば パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド の 演 算 量 が カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド の 演 算 量 の 半
分 で 、 パ ル ス ド プ ラ 用 と カ ラ ー フ ロ ー 用 の 超 音 波 信 号 の 送 信 間 隔 が 等 し い と き 、 パ ル ス ド
プ ラ 分 の 演 算 部 を 実 装 し な く て も 、 ３ つ の モ ー ド を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 第 １ メ モ リ 部 １ ２ と 第 １ 演 算 部 ５ と 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ と 第 ２ 演 算 部 ６ を 有 す る 演
算 処 理 部 ５ ０ は 、 内 部 メ モ リ を 持 っ た Ｄ Ｓ Ｐ 、 Ｃ Ｐ Ｕ で 実 現 で き る 。 ま た 、 第 １ メ モ リ 部
１ ２ と 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ を Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ 又 は Ｓ Ｒ Ａ Ｍ と し て 、 第 １ 演 算 部 ５ と 第 ２ 演 算 部 ６
を 内 部 メ モ リ の 小 さ い Ｄ Ｓ Ｐ 、 Ｃ Ｐ Ｕ で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ を 図 ２ に 示 す 。 図 ２ に お い て
、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 異 な る 点 は 、 転 送 手 段 で あ り 制 御 手 段 で あ る 制 御 処 理 部 ２ １ と 、 第
３ の 記 憶 手 段 で あ る 第 ３ メ モ リ 部 １ ４ に よ り 制 御 ユ ニ ッ ト ５ １ が 構 成 さ れ 、 第 １ メ モ リ 部
１ ２ が 第 １ の 記 憶 手 段 で 構 成 さ れ 、 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ が 第 ２ の 記 憶 手 段 で 構 成 さ れ て い る
と こ ろ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に つ い て 、 そ の 動 作 を 説 明 す る 。 た だ し
、 送 受 信 部 １ 、 探 触 子 ２ 、 直 交 検 波 部 ３ 、 断 層 像 形 成 部 ４ 、 Ｄ Ｓ Ｃ ７ 、 モ ニ タ ８ の 動 作 は
第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 動 作 を す る の で 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 パ ル ス ド プ ラ 処 理 が 記 述 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム と カ ラ ー フ ロ ー 処 理 が 記 述 さ れ て
い る プ ロ グ ラ ム が 第 ３ メ モ リ 部 １ ４ に 格 納 さ れ て い て 、 制 御 処 理 部 ２ １ が プ ロ グ ラ ム を 第
３ メ モ リ 部 １ ４ か ら 読 み 出 せ る 。 制 御 処 理 部 ２ １ が モ ー ド を 決 定 し た と き 、 決 定 さ れ た モ
ー ド が （ １ ） パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド の 場 合 に は 、 制 御 処 理 部 ２ １ が 第 ３ メ モ リ 部 １ ４ に
格 納 さ れ て い る 「 パ ル ス ド プ ラ 処 理 が 記 述 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム 」 を 第 １ メ モ リ 部 １ ２ （
又 は 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ ） へ 転 送 す る 。 第 １ 演 算 部 ５ の 処 理 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の （ １ ）
と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 決 定 さ れ た モ ー ド が （ ２ ） カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド の 場 合 に は 、 制 御 処 理 部 ２ １ が 第 ３
メ モ リ 部 １ ４ に 格 納 さ れ て い る 「 カ ラ ー フ ロ ー 処 理 が 記 述 さ れ た プ ロ グ ラ ム 」 を 第 １ メ モ
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リ 部 １ ２ と 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ の 両 方 に 転 送 す る 。 第 １ 演 算 部 ５ 、 第 ２ 演 算 部 ６ の 処 理 は 、
第 １ の 実 施 の 形 態 の （ ２ ） と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 決 定 さ れ た モ ー ド が （ ３ ） カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド の 場 合 に は 、 制 御 処
理 部 ２ １ が 第 ３ メ モ リ 部 １ ４ に 格 納 さ れ て い る 「 パ ル ス ド プ ラ 処 理 が 記 述 さ れ た プ ロ グ ラ
ム 」 を 第 １ メ モ リ 部 １ ２ へ 転 送 し 、 ま た 第 ３ メ モ リ 部 １ ４ に 格 納 さ れ て い る 「 カ ラ ー フ ロ
ー 処 理 が 記 述 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム 」 を 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ へ 転 送 す る 。 第 １ 演 算 部 ５ 、 第
２ 演 算 部 ６ の 処 理 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の （ ３ ） と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 制 御 ユ ニ
ッ ト ５ １ に 第 ３ メ モ リ 部 １ ４ と 制 御 処 理 部 ２ １ を 設 け る こ と に よ り 、 第 １ メ モ リ 部 １ ２ と
第 ２ メ モ リ 部 １ ３ に 各 モ ー ド で 第 １ 演 算 部 ５ 、 第 ２ 演 算 部 ６ が 行 な う ２ つ の プ ロ グ ラ ム を
格 納 す る 必 要 が 無 く 、 第 １ メ モ リ 部 １ ２ と 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ の 容 量 を 少 な く す る こ と が で
き る 。 こ の こ と は 、 第 １ メ モ リ 部 １ ２ と 第 １ 演 算 部 ５ と 第 ２ メ モ リ 部 １ ３ と 第 ２ 演 算 部 ６
を 有 す る 演 算 処 理 部 ５ ０ は 、 内 部 メ モ リ を 持 っ た Ｄ Ｓ Ｐ 、 Ｃ Ｐ Ｕ と し た 場 合 、 内 部 メ モ リ
が 小 さ い Ｄ Ｓ Ｐ 、 Ｃ Ｐ Ｕ で も 本 発 明 を 実 現 で き る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ＜ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ に お い て
、 演 算 処 理 部 ５ ０ 内 が 、 演 算 手 段 で あ る 演 算 部 ２ ８ 、 記 憶 手 段 で あ る メ モ リ 部 ２ ７ で 構 成
さ れ て お り 、 メ モ リ 部 ２ ７ 内 は 、 プ ロ グ ラ ム を 実 行 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ の 処 理 時 間 を 短 い 単 位
に 分 割 し 、 複 数 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト を 順 番 に 割 り 当 て る こ と に よ っ て 複 数 の ア プ リ
ケ ー シ ョ ン ソ フ ト を 同 時 に 処 理 す る こ と が で き る 並 列 処 理 基 本 プ ロ グ ラ ム で あ る 、 例 え ば
Ｕ Ｎ Ｉ Ｘ （ Ｒ ） 、 Windows（ Ｒ ） 、 Ｍ ａ ｃ Ｏ Ｓ （ Ｒ ） な ど の マ ル チ タ ス ク Ｏ Ｓ ２ ９ と 、 第
１ タ ス ク 部 ２ ５ と 第 ２ タ ス ク 部 ２ ６ が 格 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に つ い て 、 そ の 動 作 を 説 明 す る 。 た だ し
、 送 受 信 部 １ 、 探 触 子 ２ 、 直 交 検 波 部 ３ 、 断 層 像 形 成 部 ４ 、 Ｄ Ｓ Ｃ ７ 、 モ ニ タ ８ の 動 作 は
第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 動 作 を す る の で 省 略 す る 。 ま ず 、 各 モ ー ド の プ ロ グ ラ ム と マ ル
チ タ ス ク Ｏ Ｓ ２ ９ が メ モ リ 部 ２ ７ に 格 納 さ れ て お り 、 制 御 部 １ １ が モ ー ド を 決 定 し た 際 、
演 算 部 ２ ８ が 第 １ タ ス ク 部 ２ ５ と 第 ２ タ ス ク 部 ２ ６ に メ モ リ 部 ２ ７ に 格 納 さ れ て い る 処 理
を 割 り 当 て 、 マ ル チ タ ス ク Ｏ Ｓ ２ ９ の ソ フ ト ウ ェ ア 制 御 機 能 に よ る 制 御 の も と 、 第 １ タ ス
ク 部 ２ ５ と 第 ２ タ ス ク 部 ２ ６ が 同 時 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 例 え ば カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド の 場 合 、 第 １ タ ス ク 部 ２ ５ と 第 ２ タ ス ク 部 ２ ６ に カ ラ ー
フ ロ ー 処 理 が 記 述 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 割 り 当 て て 実 行 す る 。 ま た 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス
ド プ ラ 同 時 モ ー ド の 場 合 、 第 １ タ ス ク 部 ２ ５ と 第 ２ タ ス ク 部 ２ ６ の ど ち ら か 一 方 に パ ル ス
ド プ ラ 処 理 が 記 述 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 割 り 当 て て 実 行 す る と と も に 、 他 方 に カ ラ ー フ ロ ー
処 理 が 記 述 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 割 り 当 て て 実 行 す る 。 さ ら に 、 パ ル ス ド プ ラ 単 独 モ ー ド の
場 合 、 第 １ タ ス ク 部 ２ ５ と 第 ２ タ ス ク 部 ２ ６ の ど ち ら か 一 方 に パ ル ス ド プ ラ 処 理 が 記 述 さ
れ た プ ロ グ ラ ム を 割 り 当 て て 実 行 す る 。
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 マ ル チ タ
ス ク Ｏ Ｓ ２ ９ が 格 納 さ れ た メ モ リ 部 ２ ７ と 、 第 １ タ ス ク 部 ２ ５ と 第 ２ タ ス ク 部 ２ ６ を 用 意
す る こ と で 、 パ ル ス ド プ ラ 専 用 ハ ー ド ウ ェ ア と カ ラ ー フ ロ ー 専 用 ハ ー ド ウ ェ ア を 用 意 し な
く と も 、 １ つ の 演 算 部 ２ ８ で ３ つ の モ ー ド を 実 行 す る こ と が で き 、 カ ラ ー フ ロ ー ・ パ ル ス
ド プ ラ 同 時 モ ー ド 時 の 処 理 を 行 う 際 の 無 駄 を 省 く こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 カ ラ ー フ ロ ー 専 用 ハ ー ド ウ ェ ア と パ
ル ス ド プ ラ 専 用 ハ ー ド ウ ェ ア の 両 方 を 用 意 せ ず に 、 カ ラ ー フ ロ ー 単 独 モ ー ド と カ ラ ー フ ロ
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ー ・ パ ル ス ド プ ラ 同 時 モ ー ド を 実 現 で き る と い う 効 果 を 有 し 、 医 用 分 野 に お い て 超 音 波 を
利 用 し て 体 内 の 断 層 像 を 取 得 ・ 測 定 し 、 さ ら に 超 音 波 の ド プ ラ 現 象 を 利 用 し て 体 内 の 血 流
情 報 を 取 得 ・ 測 定 し 、 画 像 ・ 音 声 出 力 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 な ど と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ４ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ５ 】 他 の 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ 　 送 受 信 部
　 ２ 　 探 触 子
　 ３ 　 直 交 検 波 部
　 ４ 　 断 層 像 形 成 部
　 ５ 　 第 １ 演 算 部
　 ６ 　 第 ２ 演 算 部
　 ７ 　 Ｄ Ｓ Ｃ
　 ８ 　 モ ニ タ
　 １ １ 　 制 御 部
　 １ ２ 　 第 １ メ モ リ 部
　 １ ３ 　 第 ２ メ モ リ 部
　 １ ４ 　 第 ３ メ モ リ 部
　 １ ５ 　 Ｄ Ｓ Ｐ
　 １ ６ 　 メ モ リ
　 １ ９ 　 制 御 部
　 ２ ０ 　 ラ ス タ 制 御 部
　 ２ １ 　 制 御 処 理 部
　 ２ ５ 　 第 １ タ ス ク 部
　 ２ ６ 　 第 ２ タ ス ク 部
　 ２ ７ 　 メ モ リ 部
　 ２ ８ 　 演 算 部
　 ２ ９ 　 マ ル チ タ ス ク Ｏ Ｓ
　 ５ ０ 　 演 算 処 理 部
　 ５ １ 　 制 御 ユ ニ ッ ト
　 ６ ０ 　 ド プ ラ 信 号 処 理 部
　 １ ０ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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